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第2章　「宇宙開発シリニズ」

　第1節’当面15年間に案施すべきシリーズ

　　　当面15年程度の間に、我が国どしてほ次の宇宙開発シリ

　　ーズ及び課題を遂行する。

　　（1）通信の分野における宇宙開発活動、

　　　　通信の分野に沸ては、我が国の自主技術をベースとし醐

　　　て通信系技術を確立するための「移動体通信技術衛星シリ

　　　ーズ」並びに既定計画の国産化⑱促進及び上記技術の成果．

　　　を踏まえた技術的向上を図りつつ、実用に供して矯くもの

　　　と一して「固定通信衛星シリトズ」、「放送衛星シリーズ」、

　　　　「移動体通信・航行衛星シリーズ」を実施する。

　　　①　「移動体通信技術衛星シリーズ」については、衛星通

　　　　倍が宇宙開発の基幹的技術のひとつであることにかん．が

’一 Dみ・我が国の国情に合わせてこの珊の自主技術の早期⑳

　　　　確立を図るものとし、．在来型衛星技術の確立及び移動体

　　　　通信・航二三の開発を図る勧の霜解・世界的な

　　　　活動κ伍し、かつ、小型船舶通信等の我が国の需要に対

　　　　処して、アジテナ、’出力等の向上を図るための入工衛畢

　　　　及びこれらの「層の三三を図って陸上移動体や無入観測∫

　　　　機器等とめ通信も可能にする人工衛星を主軸とじて通信

　　　　　　　　　　　　　　一ユ0一
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　衛星技術の系統的な育成を進めることとするb．

　　　偽このシリーズでは、備賄通鰍術の確立噺

　　しい周波数や通信方式の開拓にも配慮しながらこれを進

　　める。

②　　「固定通信衛星シリーズ」及び「放送衛星シリーズ」

　　については、現在の衛星技術について順次国産化を進め・

r鶉前言二一ズの成果騨えて雌向上等を図グ

　　ながら、実際（り需要の動向に合わせて整備運用を進める6

　③　』「移動体通信・航行衛星シリーズ」については〉．「移

　、動体通信技術衛畢シリ・一ズ」の成果を踏まえてk国内的

　　な需要や世界的な動向等を勘案しながら、．順次実用に供

　　していくことカ1できるようこれらり整備運用を進め都

（2）観測の分野における宇宙開発活勤

　　騨1の腐に蜘ては識が国0群の線脈めに・

　その時点その時点における世界的に最高水準の活動を行う・

　「天文系科学観測シリーズ」及び「地球周辺料学観測シリ

ーズ磁ひ繊網の自主技艇べ惑と頃翻蔽術
　の確立を図るとともに、その実利用へゐ応用の途を開いて

いく「海域及び陸域観測衛星シμ一ズ」・’これらの三冠を

行う三四及び麟三三鯉シリニズ」及び既定計

　　　　　　　　　　　㌔一∵『
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価め国産化の椎進とその高度仏実利用への応用を行うた

．めの「気象衛星堵ウーズ」を実施する。

　さらに・地球周辺で培った技術の総結集として、また、

宇蔽術の脈な飛羅への踏台として唄及び地球型㌍

1螺査を中心としだ「三脚星踏洲一ズ」を実施ずる。

一（d「天文系鞭醐二三r聯周辺醐測一㊥
　　シリーズ」については・我が国の科学水準を国際的な

　　レベルで維持、向上させ、同時に引切の文化の向上に応

　分の貢献を行うことを目標として、毎年1個程度の小型

　観測衛星、数年に1個程度の大中型観測衛星を利用した

，科学研究遊に綱のスペースシゼトノレを利用した群

　実験：等セ行う。．

②　「海域及び三二観測衛星シリーズ」については、この

　よう瑚測が実用としてひとつの鞍紛野となること⑪

　にかんがみ・我岬の国情に合わせてこの分野の自主技

・術の早期確立を図るものとし、観測の分野のく工・衛星系

　共通技術の確立を図る技術試験衛星、海域及び陸域に対

　する受動型観測技術ゐ確立を図る衆あの沼田衛星、能動

　型観測技術の確立を図る牟めの人平衛星を中核として・

　この分野の観測及び実利用への応用の系統的な技術の開　一

　　　　　　　　　　、、一12一
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　発と応用範囲の拡大を図ることとする。また、この分野

　では、各種の応用技術の進展に即して、農林漁業、環境

　保全、防災、資源探査その他の利用分野への定着に特に

　留意しながらこれを進める。

③　「電磁圏及び固体地球観測衛星シリーズ」については、

　電離層観測衛星技術を発展さぜ、あるいは上記シリ＝ズ、

　め成果を踏まえ、また、電磁環境、測地、地殼変動等の．

　分野についてそれぞれの観測技術の高度化を図りながら、

　系統的にこれを整備運用する。

④　「気象衛星シリーズ」についてはく現在の衛星技術に

　ついて順次国産化を進め、大気め垂直構造の解明等のた

　めの新たなチ段の開発及び採用を進めなが転定常的に

　実用に供していくことができるよう整備運用を進める。

　　さらに、その後、「海域及び陸域観測衛星シリーズ」

　の成果を踏まえ、三軸静止技術を利用した高精度気象観

　測技術の確享を図る。

⑤・「丹曲論探査シリーズ⊥については、これまでに培

　つてきた地球周辺の科学観測技術等の応用を図り、まず、

　（月及ひ地凹型惑星を三三としπ科学探査から実施し、一こ’

　れら㊧技術の進農状況や国除的状況を勘案しつつ、将来

　　　　　　　　　　一13－　　　r．　　曳



　　は、単独又は国際的に共同して木星型惑星や小惑星の探

　’査に活動を拡大できるように配慮しながら計画を進める・

（3）宇宙実験の分野における宇宙開発活動

　　宇宙空間の環境条件を利用する宇宙実験の分野においで

’は、その代表的なものとして、また、将来産業的にも重要

　とな？てくるものとして、「材料実験シリーズ」友ひ「ラ

　イフサイエンス実験シリーズ」を実施する。

　①　「材料実験シリーズ」については、まず、地上における

　　基礎実験及参小型ロケットによる飛翔試験並ひに電気炉、

　　舞装騰の多目的如し特膿騰器を中心にして開

　　発を進め、ユ983年頃からのシャトル搭載実験を手始め

　　に1米跡ペースシヤト咽酬工術星の双方樋

　　宜組み合わせながらこの分野め技術の発展を図る。

　　　この珊の技術は・各飛翔実験を通じて・できるだけ各

　　くの実験を行い、その結果を総合的に評価して、技術的

　　にも経済的にも見通しのついた物質と）弓造、加工等につ

　　．矯て陣列ノ1イ・ッ柱場靴の実用イヒ倣励扇面

　　進める・’

め「ライラサイエン裸験ジリー三一にづいては・地≠

　　磯回鹸及び荊記シリ∠勅蘇等を聯えて牌のス

　　　　　　　　　　　一14三一

⑲

㊥

　　　　　ペースシャトル及び国産人工衛星を用いて順次宇宙空間で

　　　　　の実験を進め・地上の諸科学の進展・実利用への応用の

　　　　　促進を図るとともに、生体物質の分離等をはじあこの分

　　　　　野の諸課題のうち、これらの実験：によって技術的、経済

　　　　　的に見通しのついたものについては、順次実用化の計画

禰　　　　　を進める。

　　　㈲　人エ徳星系共通技術の分野に吾ける宇宙開発活動

　　　　①　衛星基礎技術

　　　　　ω　同時代に登場する雷鳥衛星は、でぎるだけシ系テム、

　　　　　　▼サブシステム、部品材料等の共用及び標準化を進める。

　　　　　㈲　人並衛星は必ずしも部品材料等のすべてを国産化す

　　　　　　る必要は比いが、特に定常的に用いることになるもの

　　　　　　につい砥獅的安離を保つだめ・甲内技術篤

働｝@　　検、改修、改造等を行うことができぐ迅速に再打上げ

　　　　　　等の対処ができるようにする。

　　　　　㈲　宇宙開発活動の効率化を促進するたやざ技術試験衛’

　　　　　　星等により人工衛星系共通技術を系法的に開発しそ、

　　　　　　れを有効に使う形で計画を進めることとする・

　　　　　㈹　利用者の負担軽減や宇宙開発活動Q質的向上を回る

　　　　　　ためぐ軍源の大型化、搭載フぞピユータの高性能化ぐ

　　　　　　　　　　　　　　　一L5一・

上　－



　　　　　　　　衛星制御技術め高精度化等の重点的な開発を進める。

　　　　　　②　スペースフラットフオニム

　　　　　　　　プラットフォームについては、’19、85年頃から、大中

　　　　　　　型アンテナ、高出力送信機、能動型センサー等の搭：載可

　　　　　　　能：な第1世代のものを開発し、H－1ロケットで打ち上

　　　　　　　げる．，これに続いて1ggo年前後からは、さらに大型　　㊥

　　　　　　　化、高出力化、能動化を図った機器の搭載が可能な第2

　　　　・　　世代のものを開発し、さちに、その後は、図入サポート．

　　　　　　　技術の進展と相まって宇宙空間で修理、点検、補給奪が

　　　、　可塑嬬躍代碗のに移行させて面こととする・

　　　　　　③　シャトル搭載実験機

　　　　　　　　スペースセヤトルを利用して行う実験のために必要な

ll　機能観めた実馳ット、実験論跡備

　　　　　　　実験灘ついては・当碗材櫻造実験ライフサイェ⑨

　　　　　　　ンス実験科学実験］；学実鵬を助と、したものと’し

　　　　　　　て計画を進や・これに卜いて材料製造加工の♂くイロラト

　　　　　　　；E場・宇宙発電所＼宇宙実験所その他の大型構築物の建

∵・ @　造臨めの実糖を目的どし姓のゆいても緬を進，

　　　　　　　めるg’また＼将来、我が国が傘立活動型の有ノ～宇宙船を

　　　　　　　回することとなつ暢合にも・滑ノレを回して有入

　　　　　　　　　　　　　　　Lユ6一

　　　　宇宙船の予備段階の開発及び試験を進める。

　　　④　有人サポート技術

　　　　　我が国に澄ける有入計画は、一当面、米国の有入宇宙船に

　　　　蹄してこれを趨ごとと帆1983籟にぽず第

働　個の瀬を勘謂二等を主体とした実騰御
　　　　ながら有人操作技術の習得を行い、その後、礒装品、機・

　　　附置そめ的ρ庵用技術の開発を主体とし下階あやことと

　　　、する。

　　　　　また誠が国独自鮪入サボ「肢御ついては冷

　　　後、さらに十分な調査検討を行しへその技術的見通し等

　　　が得られてかち計画を；進めることとする。

　（5）輸送系蝉瀟の珊珊ける縮開発翻

　　①　我が国の保有するロケットは、固体推進薬を用いたM．

穐
　　　　ロケツ㌧一系燃料を腓た孫財ヅト及び灘水・

　　　素燃料を用いたH築三ケジトの3種とし、それぞれのべ

　　　ゴロードに対応した代表的機種として開発を行い、また、

　　　こ棚外の獣な騨の旧師舛制ろ・ケツ’ト

∴四部大隅を置岡畔やる1、

　　　　M戸ケットについて嫉、取扱硲の簡便なシズテムとレ

　　　　　　　　　　　　　一17一・
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て、今後も小型ミッシ自ンに活用していく。・

　　また、M白ケットは、さらに性能・信頼性等の向上を9

図りつつ、これによ、り蓄積さカた固体ロゲツト技術に＄’

　つてく上段部ロケットぐ固体補助ロケット、軌道間輸送

機等の分野に湿る技伽応用灘の拡大に弼る・

③　N系ロケット「

函イψツト及び…吻トに？い砿初
個産化を進φるとともに、順次標準化・共通化を図る6こ’

派よリミ、’・9呂3－4鞭まで剛両者を統合レH、

1－1吻1カミ実用化さ殉⑩間の主力熟して

　活用する。　　　　　　　　　　．“　　　　　　■

⑥H一越ケツド　。図
　　H7甲1・ケットPいては、・’9＄5年頃から・・年

忌峨が国の民謡として活用傘るものとして醗

　し、‘運用する』

　　H＿1一ロケジドは、．低軌道で4．ッ5七程度＼静止軌道

℃5・・一8σ・曜度の塩湯打上腔可能とする

’能力を看するものξレと雄より三三・rケット四

道間輸送機その他の1990年代⑱技術の基聲を三種で

　　『　　　　　　　・　、　τ18・一

　　　　　　⑤　ロ”ツト応用技術㍗　　　　　、

　　　　　　　（D　軌道変換技術は∵宇宙開莞活動の基本技術のひとつ、

　　　　　　　　であるので、1985年頃までに推進系技術の自主技

　　　　　　　　術化を進め、その応用性能の拡大を図るとともに、入’

隔　　平冠鰍融鱒の額働離合わせて・材ン’
　　　　　　　　エンジンその他の幅のある支援技術の確立を図る・

　　　　　　　（の　回収技術については、材料実験をはピめとして回収

　　　　　　　　を要するミ低ッジョンの遂行が不可欠二ってくるのでギ

　　　　　　　　fg85年頃に：は高減速で、1990年蜜には低減速

　　　　　　　　、で四三倉1と聯嚇醗及び関醐鰹

　　　　　　　　備を行う。

　　　　　　　ω　ランギブ。ドツキ≧グ技術（ρ肇立は大型樽築物ρ、。，

　　　　　　　　建設等を可能どし、宇宙開発活動の分岐点をなしてい・・

⑭鴨一るの飼能御三脚駅も・9畔聡
　　　　　　　　でたは、ラ著デブ・ドッキングの技術を確立する∴一

　　　　　　⑥・射糎髄腿鎚騨制蝶翻　　一
　　　　　　　（i）打上げ施設忙ついては、，4982～3年頃からは、

　　　　　　　　洗湯瓢励三二醐の柳ができるように

　　　　　　　　lN繍の整三徳三田1、二三呼は1

　　　　　　　　讐∵∵∵∵∵∴一
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　関係機関の要請に応じた打上げを可能とするよ．う配慮

　しながらその整備を行う。

，（の　追跡管制については、当面地上ネジトワークによつ

　．てこれを行い、ランデブ・ドヅキング、低減速回収を

　’行う‡990年頃までに、衛星間通信技術を使用した追

　跡管制システムを完成さぜ実用に供する』
剛働

第2節　当面15年間に実施に？いて検討すべきシリニズ

　　∫郷イ叫工捌「木製惑星鮪蹴叫「理

四丁四丁刈・rH一∬・ケツ・月・「叡噸三明一一

　び「有人軌道間輸送機⊥については・当面15年程度ρ間に実

記又鰭手することは可能で郷舞継脚て
は実施の是非を決定するζと鯛鞭ある・

　　す勧ち、・9叩年代までの霜醗活動を考離場合、磯

　低加速摩の打上げや低減奉の回収、有△活動等を含む多様な

　活動が展開さ治るようになり、有人宇宙船、：有人軌道間輸送

　機やこ幻らを支えるH一∬ロケットが不可欠となってくるも

　のと考えらカるが、貌時点では、こカらに対する技術的見通

しが＋騨得られ同ず搬よレ層の脚三民

蜷る守し匹その旧臣鱒翠三脚、
　　　　　　　　　　　　髄一20一・

ているH－1ロケツ．トの開発研究、その他の関連調査研究の

ある程度の成果を踏まえ、また、スペースシ払トルやスペニ

スラブの開発と運航の抹祝、欧州その他の各国の計画の動向

等をみ：ながら、1981年頃には我が国としての方向、進め

方に？いて決定しでいくことが必要で多る。

　ま斥・同様に「木魂型惑星探査計画」や「宇宙パイロ望ト

エ場」等についても、地球型惑星探査計画や宇宙での材料実験

測鎖のある程度の成果や進行状況等を踏まえて・ζ栃

の画通し軽四で今後どうす娩決矩していくζと．

が必要である。　　　　　｝　一

　‘第一3節　－5年後¢！課題どして配慮し｝亡いぐべきシリ〕客

　　　　各シリ「ズの機能を総合的に達成できる「宇宙通信ステー一

陽一シ亀」＼「静止観測スデショ羽・「霜工捌・・昧

　　　型宇醸験鍬「大盤醗聯絡ついで嬉当面

　　　ユ畔醸の騨難はで蓼いへ自国の計暫としても

　　　瓠今後の国際協力の脚砒つ些ても・極点軍勲

　　　もりであ賂宇醗ジ∵喉離たつ砥これ
　　　らの旧記へゐ考慮を十分に：行つでいぐ必要声ある6、、

一21急


